
地 域 再 生 計 画 

 
１ 地域再生計画の名称 

   かめおか「住」と「水」環境保全計画 
 
２ 地域再生計画の作成主体の名称 

   亀岡市 
 
３ 地域再生計画の区域 

   亀岡市の全域 
 
４ 地域再生計画の目標 

   亀岡市は、京都府のほぼ中央に位置し、東は京都市、南は大阪府に接し

ており、京阪神都市圏とのすぐれたアクセスによる都市的な利便性と美し

い保津川の流れと豊かな緑につつまれた快適性が程よく調和したまちであ

る。２１世紀の本市のまちづくり指針である第３次亀岡市総合計画では、

『聖なる水と 緑の奏でる 知恵の郷』を将来都市像として、聖なる保津

川の美しい水の流れ、豊かな自然と文化、そして歴史を礎に個性を活かし

たまちづくりを進めているところである。 
人口９４，０６１人（平成１７年４月１日現在）、面積は２２４．９０ｋ

㎡で、市の中央部を北から東に貫く保津川をはじめ、大小多くの清流が流れ、

「美しい水環境」が市民の生活の中で身近な存在として認識されている。特

に、天然記念物に指定されるアユモドキをはじめとして、絶滅の危機にある

魚等が生息しており、この水環境を未来へ引き継いでいかなければならない。 
また、本市は、水の恵みにより栄えてきた土地である。きれいな亀岡の水

が府内随一の穀倉地帯といわれ米や豆の文化を生み出し、地酒、地醤油も製

造されているほか、京野菜をはじめ質の高い食材を育んでいる。 
   本市では、近年の生活様式の多様化に伴う生活排水を処理するために、

昭和４８年からは市の中心部の市街化区域を中心とした区域で公共下水道

事業を、平成３年からは中心部周辺の農村地域で農業集落排水事業を、平

成４年からは、公共下水道事業、農業集落排水事業の地域以外の山間部地

域で浄化槽の設置事業（個人設置型）を展開している。結果、平成１６年

度末の水洗化普及率は、７９％となり、ほぼ、全国平均の普及率にまで達

しているものの、「美しい水環境」を守っていくためには、より一層の汚水

処理施設の整備が必要である。 
   この汚水処理施設の整備は、快適な「住」環境を創出し、定住人口の増



加、山村地域の活性化等を目指すと同時に、美しい水環境を保全し、絶滅

危惧種に指定される魚たちが広く生息できる環境を守り、川の自然やそこ

に生息する魚たちとふれあえる学習環境を創出することで、地球環境子ど

も村事業などに活用、環境意識の醸成を図るほか、「美しい水環境」を活か

した保津川下りをはじめとする観光資源の魅力の向上やエコツーリズム、

グリーンツーリズムへの発展を演出することで、交流人口の増加を図り、

まちの再生・活性化を目指すものである。 
 
（目標１）汚水処理施設の整備の促進（水洗化普及率を 79％から 85％に向上） 
 
５．目標を達成するために行う事業 

 ５－１ 全体の概要 

  地理的、経済的条件に応じ、公共下水道（事業認可 平成１７年７月認可

拡大予定）、浄化槽のそれぞれの事業を実施することにより効果的な汚水処理

施設の整備を促進する。 
汚水処理施設の未整備区域を事業区域として計画的な整備を図ることで、

地域全体の快適な住環境の創出、美しい水環境を保全する。 
 ５－２ 法第４章の特別の措置を適用して行う事業 

汚水処理施設整備交付金を活用する事業 
「事業主体」 
  いずれも亀岡市 
「施設の種類」 

    公共下水道、浄化槽 
「事業区域」 

    公共下水道  亀岡市 曽我部町、薭田野町、吉川町の一部 
    浄化槽    亀岡市 東別院町、西別院町、畑野町、篠町西山地区 

及び公共下水道、地域下水道事業の区域を除く区域 
注）地域下水道…特定環境保全公共下水道事業・農業

集落排水事業・コミュニティ・プラント整備事業・

小規模集合排水処理施設整備事業 
「事業期間」 
  公共下水道     平成１７年度～２１年度 
  浄化槽（個人設置型）平成１７年度～２１年度 
「整備量」 

    公共下水道     φ７５～φ４５０ 約２７，４００m 
    浄化槽（個人設置型）７人槽 ３１５基 
    なお、各施設における新規の処理人口は下記のとおり 



   公共下水道     曽我部地区で２４０人、 
             薭田野、吉川地区２，１８０人 

浄化槽      東別院町、西別院町、畑野町、篠町で８８８人 
「事業費」 
  公共下水道        3,344,600千円 （うち単独 1,530,000千円） 

                         （うち国費 907,300千円） 
    浄化槽（個人設置型）   129,465千円 （うち単独         千円） 
                       （うち国費  43,155千円） 
  合計         3,474,065千円  （うち単独 1,530,000千円） 

                       （うち国費  950,455千円） 
 
５－３ その他の事業   

    公共下水道事業（通常補助分） 

     市街化区域を中心した区域での下水道整備事業であり、生活環境 

     の確保、水質保全等を図る。（※ただし、上記交付金活用事業区域

以外） 

    農業集落排水事業（通常補助分） 

     農業振興地域の集落を対象とした地域下水道事業であり、農業用

水の水質汚濁や農村集落の生活環境の改善を図る。 

  地球環境子ども村事業 「川ガキ大将復活プロジェクト」 
   次代を担う子どもたちに豊かな自然体験や生活体験の機会を提供 

     し、環境を真剣に受けとめる人づくりを目指す。 
 
６ 計画期間 

    平成１７年度～２１年度 
 
 ７ 目標の達成状況に係る評価に関する事項 

    計画終了時に、４に示す数値目標に照らし状況を調査、評価し、公表

する。また、汚水処理施設設置後の水質検査等による水質管理を行うこ

ととする。 
 
 ８ 地域再生計画の実施に関し当該地方公共団体が必要と認める事項 

     特になし 


